
介護予防サービス計画について

周南市 地域福祉課 包括ケア・地域保健担当



令和６年度地域支援事業実施要綱等の改正点について、「市町村向け介護予防ケアマネジメントを効果的に推進するための手引き」より （厚労省・老健局通知 R6.8.5）

R6.8 新たな考え方が示されました！(厚労省・老健局通知）



フレイル～要支援高齢者へ

●適切な選択の支援をすること

これからの支援に求められること

こ
れ
ま
で

こ
れ
か
ら



介護予防サービス計画の確認

～必要性と今後の方向について～



•従前相当サービス利用者の状態像が明確になった

・従前相当サービスを利用する場合には、ケアプラン

に理由の記載が必要になった

（R７年度からは居宅介護支援事業所にも拡大）

介護予防サービス計画の確認がなぜ必要になったか？

理由 総合事業ガイドラインが改正（R6.8）



介護予防サービス計画を確認するって？

・進行性疾患、病態が安定しない人
・専門職による総合的な支援が必要な人

（→フレイルではない）

そ
れ
以
外
の
人
は…

生活由来の廃用症候群（要するにフレ
イル）の人へは、多様なサービス・活動
で元気になるための支援を考えましょう。



週１～２回のデイサービスを利用できたら安心？？ 

専門職の目が入るから安心

● 安心して、他の６日を何もしないで過ごす
● 本人のできることまで代わりにしてしまう
できることを奪ってしまい、本人の活動量は下がってしまうかも

週１回、出かける場ができて安心職員の人がよくしてくれてうれしい

お風呂に安心して入れる

家族も心配するから言うとおりに・・・

週１～２回の介護サービスだけでは、むしろ悪化するかも・・・

使わないから衰える（廃用性症候群）という
状態で、さらに活動量が下がってしまうと…

ご本人 家族



適
切
な
選
択
の
支
援

適切な選択の支援により、利用者や地域の数か月後、数年後がかわってきます



その他の手立て、地域資源につなげる・・・

  ケアマネジャー

・ 近くにサロンや集まれる場もない

・ 新しい地域資源をつくると言われても・・・

・ 他の日の活動量をあげると言っても・・・

どうしたらいい・・・？



地域資源の種類「してあげる資源」と「本人の資源」

多様な主体の参画・連携による地域づくりのポイント～2040年を見据えた地域デザイン 中村 一朗氏 資料より （令和７年度 中国ブロック地域づくり研修 R８.１.１６）

その人の
好きなこと、
大切にしてい
ることは何？



「本人の視点で」地域にあるものや人を「資源化」する

多様な主体の参画・連携による地域づくりのポイント～2040年を見据えた地域デザイン 中村 一朗氏 資料より （令和７年度 中国ブロック地域づくり研修 R８.１.１６）

イベントでは
なく、日々の
ふつうの生活
の中にある



介護予防サービス計画の確認を通して 

利用者の改善を目指した介護予防ケアマネジメントの推進

１．生活課題の解決の先にある具体的で達成可能な目標の設定

２．参加や活動を増やすための多様な選択肢の提示

３．従前相当サービスの自立支援に基づく効果的で適正な利用

ポイント サービスの妥当性、目標達成に向けての影響、

日常の活動・交流、目標の具体化
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